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※ Drug Information は医学部・附属病院 HP の下記アドレスにて提供しています。

 http://www1.med.gifu-u.ac.jp/drug-info/ 

 

電子メールによる連絡を希望される方は下記までご連絡下さい。 
 di8931@gifu-u.ac.jp（担当：安田） 



 

院外処方医薬品情報 

 

平成 26 年 7 月 16 日開始薬品 

医薬品名（成分名） 薬品分類 

エネーボ配合経腸用液（配合剤） 蛋白アミノ酸製剤 

コンサータ錠 18mg、27mg（メチルフェニデート塩酸塩） 中枢神経刺激剤 

ザクラス配合錠 HD（アジルサルタン、アムロジピンベシル酸塩） 持続性 AT1 レセプターブロッカー/持続性 Ca 拮抗薬配合剤 

タケルダ配合錠（アスピリン、ランソプラゾール） 抗血栓薬/プロトンポンプ阻害薬配合剤 

テノゼット錠 300mg（テノホビルジソプロキシルフマル酸塩） B 型肝炎治療剤 

トラマールカプセル 50mg（トラマドール塩酸塩） がん疼痛・慢性疼痛治療剤 

 

エネーボ配合経腸用液 

Enevo (配合剤) 250mL/缶 〔アボット〕 

〔組成〕JUS D.I.参照 

〔薬価〕0.71 円/mL 

【効】手術後患者の栄養保持に用いることができ

るが、特に長期にわたり、経口的食事摂取が困

難な場合の経管栄養補給に使用する。 

【用】(内) 1 日 1,000～1,667mL(1,200～2,000kcal)

を経管又は経口投与する。経管投与では本剤を

1 時間に 62.5～104mL(75～125kcal)の速度で持続

的又は 1 日数回に分けて投与する。経口摂取可

能な場合は 1 日 1 回又は数回に分けて経口投与

することもできる。初期量は 333mL/日(400kcal/

日)を目安とし、低速度(約 41.7mL/時間(50kcal/

時間)以下)で投与する。以後は患者の状態によ

り徐々に増量し標準量とする。投与初期は、水

で希釈して投与することも考慮する。 

  

(メチルフェニデート塩酸塩) 

コンサータ錠 18mg  

Concerta 18mg/錠 〔ヤンセン〕 

〔薬価〕337.8 円/錠 

コンサータ錠 27mg  

Concerta 27mg/錠  

〔薬価〕374.3 円/錠 

【効】注意欠陥/多動性障害(AD/HD) 

【用】(内) 〔18 歳未満〕18mg を初回用量、18～

45mg を維持用量として、1 日 1 回朝投与する。

増量が必要な場合は、1 週間以上の間隔をあけて

1 日用量として 9mg 又は 18mg の増量を行う。

1 日用量は 54mg を超えないこと。 

〔18 歳以上〕18mg を初回用量として、1 日 1 回

朝投与する。増量が必要な場合は、1 週間以上の

間隔をあけて 1 日用量として 9mg 又は 18mg の

増量を行う。1 日用量は 72mg を超えないこと。 

  

ザクラス配合錠 HD  

Zacras HD (配合剤)  〔武田〕 

1 錠中： 

アジルサルタン 20mg

アムロジピンベシル酸塩 5mg

〔薬価〕140.6 円/錠 

【効】高血圧症 

【用】(内) 1 日 1 回 1 錠を投与する。本剤は高血

圧治療の第一選択薬として用いない。 

  

タケルダ配合錠 

Takelda (配合剤)  〔武田〕 

1 錠中： 

アスピリン 100mg

ランソプラゾール 15mg

〔薬価〕89.3 円/錠 

【効】下記疾患又は術後における血栓・塞栓形成

の抑制(胃潰瘍又は十二指腸潰瘍の既往がある患

者に限る)：狭心症(慢性安定狭心症、不安定狭

心症)、心筋梗塞、虚血性脳血管障害(一過性脳

虚血発作(TIA)、脳梗塞)、冠動脈バイパス術

(CABG)あるいは経皮経管冠動脈形成術(PTCA)

施行後 

【用】(内) 1 日 1 回 1 錠を投与する。 

使用上の注意等の詳細については電子カルテ「JUS D.I.」を参照して下さい。



 

(テノホビルジソプロキシルフマル酸塩) 

テノゼット錠 300mg  

Tenozet 300mg/錠 〔GSK〕 

〔薬価〕996.5 円/錠 

【効】B 型肝炎ウイルスの増殖を伴い肝機能の異常

が確認された B 型慢性肝疾患における B 型肝炎

ウイルスの増殖抑制 

【用】(内) 1 回 300mg を 1 日 1 回投与する。 

  

(トラマドール塩酸塩) 

トラマールカプセル 50mg  

Tramal 50mg/Cp 〔ファイザー〕 

〔薬価〕67.8 円/Cp 

【効】非オピオイド鎮痛剤で治療困難な下記疾患

における鎮痛：疼痛を伴う各種癌、慢性疼痛 

【用】(内) 1 日 100～300mg を 4 回に分割投与する。

1 回 100mg、1 日 400mg を超えないこととする。 

 


